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        【令和４年（平成３４年 昭和９７年）の幕開けです】 

 

 新年明けましておめでとうございます。今年の積雪量は、例年並みと予報されておりましたが 1 

日に降る降雪量が幾分多いような気がします。 

 さて、今年は寅年。「寅、千里を走る」と言う格言のごとく、勇ましい成長が期待できる年だと 

思います。また、動物のトラは、決断力と才知の象徴とされております。今年は、児童、職員共に 

チーム旭田として、「伝統は残しつつ、新しい風を吹き込みながら、スクラップ＆ビルド」大きく 

飛躍していきたいと思います。 

 また、３学期は、各学年がまとめの時期、そして次年度の見通しを立てる時期。特に６年生にお 

いては、卒業と共に中学校への進学準備の時期になります。短い３学期ですが、さらに自分磨きに 

力を入れてほしいと思います。また、在校生においては、６年生が取り組んできた数々の伝統的な 

行事や校内での活動等、しっかり引き継いでほしいと願います。 

 保護者の皆様、地域の皆様、関係機関の皆様、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【学校評価アンケートより】 

 ２学期末の学校評価アンケートへの御協力、誠にありがとうございました。結果につきまして

は、本日、担任を通して各家庭に配付させていただきました。どうぞ御精査ください。全体的に

はよい評価をいただきましたが、項目の中で、保護者評価が下がっておりました内容につきまし

て考えていきたいと思います。 

  

 

  

   

  

 

 健康でがんばる子どもの５項目が１学期より保護者評価が下がっておりました。何事に対して 

も「コロナ禍の中での安全な活動」と理由付け、少人数だからこそできる取組に改善してこなか 

ったことも評価が下がった理由だと真摯に受け止め、今後の取組を検討したいと思います。 

 そこで今後の取組について、下記の通り考えております。 

１ 自分手帳の更なる効果的な活用 

２ メディアコントロールの継続した指導 

３ 冬季間における体力・運動能力の向上 

（短縄跳び、スキー学習、鉄棒運動、体つくり運動等個に応じた授業内容の工夫） 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 そして、今回は自分手帳について改めて説明いたします。 

 自分手帳とは、福島県教育委員会が「ふくしまっ子体力向上総合プロジェクト」の一環とし

て、４年生以上に配付し、小学１年生～高校３年生までの健康や体力・食の状況を記録し、効果

的に活用することにより、健康マネジメント力の育成、肥満傾向児出現率の低減と体力・運動能

力の向上をねらいとしています。学齢期の母子手帳というイメージです。進学の際にも持参する

大切な手帳になります。そこで大切な内容は次の通りです。 

 ☞ 学校の教育計画に位置付けて活用する。（体力向上推進計画 学校保健計画 食育等） 

 ☞ 学校、家庭とで情報を共有し活用する。(趣旨の周知、記入の協力依頼、情報の共有等) 

 ☞ 保管・管理は発達段階に応じて行うが、基本的には個人管理として活用する。 

 そこで、現在本校では、 

 ☞ 毎月１９日「食育の日」に記入 

 ☞ 体力・運動能力調査結果の記入 

 ☞ 各家庭へ記入の協力依頼等と活用しております。 

 今後は、 

☞ 自分手帳が「運動」「健康」「食生活」の３つの領域から構成 

されていることから、体育主任、保健主事、養護教諭等の専門的 

な意見を集約し、本校児童に効果的な活用を検討する。 

 ☞ 児童が自分自身の健康や体力・食の状況を振り返り、個に応じためあてを設定し、健康マ 

ネジメント力の向上を図る。 

 ☞ 記入依頼等、保護者との共通理解の基、さらなる連携を行う。 

  等を考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

  

 

 

 

 

【仕事ぶりに感謝です】 

 会津地方に大雪警報が発令された先日、学校の周りの積雪は 

どのようになっているのか確認にきた時がありました。そこで 

大変感心させられたこと。それは、ブルドーザーの上手な除雪 

作業でした。特に児童が登下校する通学路では、ガードレール 

ぎりぎりまで除雪してあり、その技に感心したと共に作業され 

る方の心遣いに大変感謝いたしました。地元の方々にとっては 

当たり前のことかもしれませんが、遠距離通勤（坂下～新鶴～ 

高田～本郷～大戸）をしている私としては、除雪も市町村によっ 

て違いがあることを毎日体験しております。 

南会津に入ると共に、安全な道路を確保していただいているこ 

と、そして児童の登下校の安全にも気を配ってくださること。 

やはり下郷町はすばらしい。心より感謝申し上げます。 

 

 

  

 

 


